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国の研究機関(CEREBA)の実証報告
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有機EL光は発熱がほとんどなく紫外線も出さないことから重要

文化財を近くで照らすのに最適です。空間デザインの丹青社に

連携頂き、「有機ELユーティリティライト」として商品化しました。

ナースライト導入病院のご紹介

京丹後市立弥栄病院（京都府）

1948年に診療所として開設されて以来

京丹後地方の中核病院として質の高い

医療の提供を目指されている病院です。

2017年11月に新棟での診療を開始さ

れましたが、ナースライトも導入頂きました。

千葉脳外科病院 (千葉県稲毛区)

脳神経外科専門医が診察する脳の専

門医療施設。さまざまな脳の障害に対し

て早期治療から早期リハビリテーションを

通した急性期医療を担われております。
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2016年5月20日､いよいよ新ナースライトの販売日が決まりました｡

プレス発表の準備をしている中で、吉村山形県知事が5月16日の

記者会見にてプレスに対して発表して頂きました。山形県にとっても

貴重な資産の有機EL照明、尚のこと活用を

拡げたいと思いました。

5月31日にはさくらんぼ

テレビの方が来社されて

取材をお受けしました。

暗室で光を受ける患者

の役割をアナウンサー自ら

体験して頂きました。驚き

の言葉が印象的でした。

国の研究機関が２年間調査実施、実証報告

Vol.3で一部紹介しましたが、有機EL照明に関して、従来の光の性能評価

では測れない「生体にとっての快適さ」を評価しようと、2015年度から２年間

に渡って、CEREBA「次世代化学材料評価技術研究組合」が、大学病院、

医者、デザイナー等と組んで試験を実施され、結果が発表･公開されました。

ここからも、医療･看護･介護等のヘルスケア環境で使う照明として有機EL光

が最適なのかがわかります。ナースライトはこの流れに沿った最初の商品です。
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上: 知事室報(2016/5/16)

趣旨や発表資料が掲載されたFit+サイト

下: 山形新聞(2016/5/20)

下: さくらんぼテレビ(2016/5/31)

休息効果や眩しさ低減の効果、眠っている人や休んで
いる人を相手に使うのには最適であることがわかります。

これからも用途の拡がりが期待できる有機EL照明です。



ナースライトカタログ・バックナンバー紹介②
２代目のカタログは、大阪で開催される看護･介護展への初出展での使用、2016年2月投入を目がけ

作成したものでした。この代では、商品の３つの柱と共に有機EL光についての詳しい説明を付け加えました。

利用は病院だけでないことから「メディカルケアライト」としましたが、最終的には馴染みの「ナースライト」に戻しました。


